
良い看護・介護活動はその人（患者・利用者）

一人ひとりを大切にすることが基盤になってい

る．また良い施設とは職員が大切にされ，各職種

がそれぞれに必要な学習を行い，常に新しい情報

に基づいた活動を行っているところではないか

と思われる．

平成19年11月17日（土），「老健分科会主催」の介

護・看護研究発表会が開催され，８演題の発表が

あった．その内容は食事・排泄・睡眠に関するも

のが多く，どれも良い評価を得たが，その中で，あ

る日のこと，認知症の利用者が「どこへ行きた

い？」の問いに「伊吹山」と答えた．その願いを叶

えるために，職員や周囲の人たちの熱意から，つ

いに３合目まで到着できた過程が発表され，感動

を与えてくれたので，ここに紹介する．先に記し

たように，良い施設とはこのような事実や出来事

を着実に積み重ねていくことができる施設では

ないだろうか．

社団法人地域医療振興協会地域看護研究センター

伊藤正子

Ⅰ．はじめに
当施設は，入所者定員60名で４つのユニットに

分かれている．入所期間は３ヵ月で，在宅復帰を

目指してリハビリを中心に生活している．施設内

で生活しているからといって外出・外泊に制限

があるわけではないが，「車椅子だから…」「落ち

着きがないから…」といった理由でほとんどの利

用者が外出していない．

中度の認知症の利用者が多い私のユニットさ

さゆり．「どこへ行きたい？」の質問にある利用者

が「伊吹山！」と答えた．その願いを叶えるために

企画を立て，家族・関係者の協力を得て，伊吹山

３合目に登ることができた．周囲からとても良い

評価が得られたため，ここに報告したい．

Ⅱ．目的
外出をすること，外での食事（お弁当）をするこ

とで気分転換をはかる．また，ゴンドラから見え

る景色を楽しんでもらう．

Ⅲ．利用者紹介
平均介護度3.1，平均年齢89歳，男性５名，女性７

名の計12名の利用者．車椅子利用者９名（常に利

用６名，部分的に利用３名），独歩３名．車椅子や

椅子からの立ち上がり行為のある利用者，頻尿で

待ったがきかない利用者，大きな声で歌いだす利

用者，ミキサー食の利用者など．

Ⅳ．方法
①ユニット会議にて提案

②ゴンドラ乗り場下見

③起案書作成

④ゴンドラ会社との連絡・調整

⑤家族宛に参加承諾を得る，参加者募集のチラ

シ作成

⑥参加人数決定

利用者12名，家族２組，スタッフ８名

⑦管理栄養士との調整（食事形態）

その日の昼食のメニューを食事形態そのま

までパックに詰める

⑧他職種への参加要請（Dr，OT，PT）

⑨当日のスタッフ行動表作成
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⑩当日出発前全体ミーティング

下見にて，利用者の安全確保に関して課題があ

り，スタッフ間で話し合う．

①送迎車停車場所が坂道…できる限り平坦な

場所での停車を心がける．

②ゴンドラ乗り場まで22段の階段あり（段差17

センチ）…車椅子利用者は前後で抱えて上が

る．短距離独歩の可能な利用者，独歩の利用

者は付き添いのもとで上がる．

③ゴンドラの入り口の幅が50cm，段差33cm…

ゴンドラ会社と連携し，乗車中はゴンドラ停

止．車椅子利用者は前後で抱えて乗り込む．

④見守り不可欠な利用者あり…ゴンドラ１台

につき１名のスタッフが添乗する．

⑤３合目のホテル内はトイレが和式のみ…出

発前のトイレ誘導は必須．吸収量の多いパッ

トにて対応する．

Ⅴ．結果
当日は，夜勤明けの職員，日勤職員，OT，Dr，利

用者家族も含め22名が参加した．

ゴンドラ乗車後は一気に３合目に到着した．ゴ

ンドラ内から見渡せる琵琶湖や，眼下に見える自

分の住む町，ケアセンターなどが一望できた．あ

いにくの曇り空で頂上は見ることができなかっ

たが，３合目到着の記念に記念撮影をした．

３合目のホテル内では，ゴンドラ会社の計らい

で予約席が設けられており，センターから持参の

お弁当を食べた．スタッフも利用者と同じテーブ

ルに座り，利用者と一緒に食事をした．家族と共

に食事をする利用者もいた．「食べられないから

…」と自分の分を分けようとする利用者，ミキ

サー食で他の食事をうらやましそうに眺める利

用者もいて，スタッフ付き添いのもとで分けたり

常食を切って食べたり，施設内ではできないこと

をした．家族と食事をする利用者は，家から持参

されたお弁当をつまんだりしていた．黙々と食べ

る利用者もいたが，利用者はみんな表情も穏やか

で，施設では椅子や車椅子からの立ち上がりが頻

回な利用者も落ち着いて座り，頻尿の利用者も一
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度もトイレの訴えもなく，トロミ付きの食事の利

用者もトロミなしで摂取できた．

「３合目に来られたね」「綺麗な景色だね」「いつ

もは見上げていた伊吹山なのに今日は登って来

たね」「ゴンドラに乗れるなんて…」「車椅子でも

外に出ることができた」など喜びの声がたくさん

聞かれた．また，施設ではゆっくりと座って利用

者との時間が取れないが，職員も座ってなにげな

い，とりとめのない話をし，施設内では味わえな

い貴重で，有意義な時間を過ごすことができた．

家族と共に同じ時間を過ごし，施設では見ること

のない笑顔を見せる利用者もいた．ホテル内のお

店で注文した大判焼も人数分で分けて食べ，残っ

た分はジャンケンで争奪戦を行い，利用者の真剣

な一面も見られ盛り上がった．参加した全員が，

目的が達成された満足感でいっぱいだった．

参加した全員の利用者家族へは，３合目で撮影

した集合写真を渡した．どの家族からも「ありが

とう」「ゴンドラに乗れるなんて…」と喜んでいた

だけた．

また，翌日には新聞の記事に掲載され，改めて

やり遂げた満足感と，「車椅子の人をゴンドラに

乗せたの？」「車椅子の人でも外出できるの？」

「すごいな」「入所したい」といった周囲からの反

応の声が聞かれた．新聞の記事を大きくコピーし

て利用者に見せると「私あっち向いてる」「写って

ない」など興味津々で見入っていた．

Ⅵ．考察
今回の外出は，ゴンドラ管理運営会社の協力，

家族の協力，職員の意気込みと協力，多職種の協

力があってこそできた企画である．日野原１）は，

「やったぁ」という達成感がものすごくポジティ

ブに生きる気持ちを創ると言っている．認知症の

方，施設を転々としている方，車椅子を使用して

いる方にとって，外出すること自体が貴重な体験

であり，わが町を見下ろすという経験ができたこ

とは，喜びと自信が持てる思い出になったのでは

ないかと考える．すべての参加者が，１つの目的

のために１つになり，達成できたことは，スタッ

フにとっても大きな自信になったと思う．

地域との協力，多職種との協力があれば，でき

ないことはないと確信した．

Ⅶ．結論
外出は，利用者の気分転換をはかるとてもよい

機会であり，とりわけ施設での外出は職員と利用

者の気持ちを１つにしてくれる最高のチャンス

である．

Ⅷ．おわりに
今回の外出を通して，利用者も職員も活動的に，

そして前向きになることと信じている．次の外出

に向けて，合言葉は「やればできる」「なんとかな

るさ」をモットーに．

1）日野原重明 : 新しい老人像を画いて―可能なことへの挑戦―.

老健全国老人保健施設協会機関紙 2007 ; 18（9）: 26-29.
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